僅かながら 年々 絶えず 出版され ていたの は 家事 • 家 

政. 料理. 育児 • 裁縫 • 手芸な どの 本で、 それにし ろ 

程度から 云う と 大体 は 補習 書めいた ものが 多い。 

これらの 状態 を、 ひとめで わかる 統計 図に して、 今 

日の 日本の 若い 女性た ちが 眺めたら、 彼女た ち は 自分 

たちの 文化 上の 実力の 伝統に ついて、 どんな 感懐 を も 

つ であろう か。 

日本 は、 知られて いると おり 出版物の 数の 多い こと 

種類の 夥しい ことで は、 世界で も 屈指であった。 夥し 

い 良書 悪書の 氾濫 にもかかわらず、 女性の 著作の しめ 

ている 場所 は、 狭く 小さく 消極的で、 波間に やっと 頭 



数の 大さ でも 一 つの 記録 を こしらえた 本な のであった。 

今日で は、 同じ 下らない 本なら 著書が 若い 女の 方が 

いい、 と 何処かで 誰かが 云って でもい るよう に、 女性 

の 著作が 次から 次へ と 出版され る。 本 を 出したら、 と 

いう 考えが 若い 女性の 心に 閃く とき、 そこに は 万 ガ〔# 

「ガ」 は 小 書き〕 一 当れば という 経済 事情 も 伴って 浮ぶ 

ようにな つ て 来て いる。 

今日の こういう 現象の 複雑さで は、 つまるところ 儲 

けが 眼目で 本屋 は 当りそう な 女の 本 を あさ つてい るの 

だとば かり 単純に 云い 切れない ところが ある だろうと 

思う。 
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